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(57)【要約】
　本発明は、液体ビヒクルおよび少なくとも２種の改質された顔料を含む分散体およびイ
ンクジェットインク組成物に関する。第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種
の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み、そして第２の改質された顔料は、結合した少
なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、インクジェットインク組成物、
　該第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔
料を含み、そして量Ｘで存在し；
　該第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料
を含み、そして量Ｙで存在し；そしてＸ／（Ｘ＋Ｙ）＞０．５である。
【請求項２】
　Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）が、約０．５５～約０．９０である、請求項１のインクジェットインク
組成物。
【請求項３】
　Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）が、約０．６～約０．８である、請求項１のインクジェットインク組成
物。
【請求項４】
　該非ポリマー基が、少なくとも１種のイオン基、少なくとも１種のイオン化可能基、ま
たはそれらの混合物を含む、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項５】
　該非ポリマー基が、少なくとも１種のカルボン酸基またはそれらの塩を含む、請求項１
のインクジェットインク組成物。
【請求項６】
　該非ポリマー基が、式－Ｘ－（ＣＯ２）ｎ

－Ｍ＋（式中、該顔料に結合したＸは、アリ
ーレン、ヘテロアリーレン、アルキレン、アルカリーレン、またはアラルキレン基であり
；Ｍ＋は、Ｈ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、またはＮＲ４

＋（式中、同一であるかまたは互
いに異なることができるＲは、水素または置換もしくは非置換アリールおよび／もしくは
アルキル基等の有機基を表す。）であり；そしてｎは１～４である。）を有する基である
、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項７】
　Ｘが、アリーレン基である、請求項６のインクジェットインク組成物。
【請求項８】
　該非ポリマー基が、－Ｃ６Ｈ４－ＣＯ２

－Ｍ＋基である、請求項６のインクジェットイ
ンク組成物。
【請求項９】
　該ポリマー基が、少なくとも１種のイオン基、少なくとも１種のアニオン化可能基、ま
たはそれらの混合物を含む、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項１０】
　該ポリマー基が、少なくとも１種のカルボン酸基またはそれらの塩を含む、請求項１の
インクジェットインク組成物。
【請求項１１】
　該ポリマー基が、アクリレートもしくはメタクリレートポリマー基またはマレイン酸も
しくは無水マレイン酸ポリマー基である、請求項１０のインクジェットインク組成物。
【請求項１２】
　該ポリマー基が、スチレンアクリル酸、スチレンメタクリル酸、またはスチレンマレイ
ン酸ポリマー基である、請求項１０のインクジェットインク組成物。
【請求項１３】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、１００ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有す
る、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項１４】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、８０ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有する
、請求項１のインクジェットインク組成物。
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【請求項１５】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、７０ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有する
、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項１６】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、２００ｍ２／ｇ以上のＢＥＴ表面積値を有する、
請求項１３のインクジェットインク組成物。
【請求項１７】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、２３０ｍ２／ｇ以上のＢＥＴ表面積値を有する、
請求項１３のインクジェットインク組成物。
【請求項１８】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、カーボンブラックである、請求項１のインクジェ
ットインク組成物。
【請求項１９】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、同じである、請求項１のインクジェットインク組
成物。
【請求項２０】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、インクジェットインク組成物、
　該第１の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み；そして、
　該第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の第２のポリマー基を有する顔料を含む。
【請求項２１】
　該非ポリマー基が、式－Ｘ－（ＣＯ２）ｎ－Ｍ＋（式中、該顔料に結合したＸは、アリ
ーレン、ヘテロアリーレン、アルキレン、アルカリーレン、またはアラルキレン基であり
；Ｍ＋は、Ｈ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、またはＮＲ４

＋（式中、同一であるかまたは互
いに異なることができるＲは、水素または置換もしくは非置換アリールおよび／もしくは
アルキル基等の有機基を表わす。）であり；そして、ｎは１～４である。）を有する基で
ある、請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２２】
　Ｘが、アリーレン基である、請求項２１のインクジェットインク組成物。
【請求項２３】
　該非ポリマー基が－Ｃ６Ｈ４－ＣＯ２

－Ｍ＋基である、請求項２１のインクジェットイ
ンク組成物。
【請求項２４】
　該ポリマー基が、アクリレートもしくはメタクリレートポリマー基またはマレイン酸も
しくは無水マレイン酸ポリマー基である、請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２５】
　該ポリマー基が、スチレンアクリル酸、スチレンメタクリル酸、またはスチレンマレイ
ン酸ポリマー基である、請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２６】
　該第１の顔料または第２の顔料が、１００ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有する
、請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２７】
　該第１の顔料または第２の顔料が、８０ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有する、
請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２８】
　該第１の顔料または第２の顔料が、７０ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有する、
請求項２０のインクジェットインク組成物。
【請求項２９】
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　該第１の顔料または該第２の顔料が、２００ｍ２／ｇのＢＥＴ以上の表面積値を有する
、請求項２６のインクジェットインク組成物。
【請求項３０】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、２３０ｍ２／ｇのＢＥＴ以上の表面積値を有する
、請求項２６のインクジェットインク組成物。
【請求項３１】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、カーボンブラックである、請求項２０のインクジ
ェットインク組成物。
【請求項３２】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、同じである、請求項２０のインクジェットインク
組成物。
【請求項３３】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んでなる、分散体、
　該第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔
料を含み、そして量Ｘで存在し；
　該第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料
を含み、そして量Ｙで存在し；そして、Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）＞０．５である。
【請求項３４】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、分散体、
　該第１の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み；そして、
該第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１
種のポリマー基を有する第２の顔料を含む。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも２種の改質された顔料を含む分散体およびインクジェットインク
組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　顔料の表面は、種々の異なる官能基を含み、そして顔料の特定のクラスにより複数タイ
プの基が存在する。幾つかの方法が、材料のグラフト化、そして特に、これらの顔料の表
面へのポリマー化のために開発されてきた。例えば、ポリマーが、フェノールおよびカル
ボキシル基等の表面基を含有するカーボンブラックに結合できることが示された。しかし
、顔料の表面の固有の官能性に依存するこの方法は、全ての顔料が同じ特定の官能基を有
するわけではないので、一般的に適用できなかった。
【０００３】
　顔料に種々の異なる結合した官能基を提供できる改質された顔料製品の調製のための方
法が開発された。例えば、米国特許第５、８５１、２８０号明細書は、例えば、有機基が
ジアソニウム塩の一部であるジアゾニウム反応を介した結合を含む有機基の顔料上への結
合のための方法を開示する。
【０００４】
　結合したポリマー基を有するものを含む、改質された顔料を提供する他の方法がまた、
記載されていた。例えば、国際公開第０１／５１５６６号パンフレットは、第１の化学基
と第２の化学基とを反応させることによって、結合した第３の化学基を有する顔料を生成
させる、改質された顔料を製造する方法を開示する。これらの顔料を含有するインクジェ
ットインクを含むインク組成物がまた、記載されていた。さらに、米国特許第５、６７２
、１９８号明細書、米国特許第５、９２２、１１８号明細書、米国特許第６、０４２、６
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４３号明細書、および米国特許第６、６４１、６５６号明細書は、ホスホン酸基を含む種
々の結合した基を有する改質された顔料を開示する。また、米国特許第６、３２８、８９
４号明細書、米国特許第６、３９８、８５８号明細書、米国特許第６、米国特許第４３６
、１７８号明細書、米国特許第６、４９４、９４３号明細書、および米国特許第６、５０
６、２４５号明細書は、１、２、３－ベンゼントリカルボン酸基を含むアリールポリカル
ボン酸基を含む種々の結合した基を有する改質された顔料を開示する。インクジェットイ
ンク組成物を含むこれらの改質された顔料を含む組成物がまた示される。また、ポリマー
被覆した炭素生成物およびそれらの調製のための方法は、米国特許第６、４５８、４５８
号明細書に記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これらの方法は、結合した基を有する改質された顔料を提供するが、インクジェットイ
ンク等の組成物中で改善された性能特性を有する着色剤と、それによって改質された顔料
を提供する好都合な代替物を提供することへのニーズがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、液体ビヒクルおよび少なくとも２種の改質された顔料を含む分散体に関する
。第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔料
を含み、そして第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する
第２の顔料を含む。一態様では、第１の改質された顔料の量は、両方の改質された顔料の
合計量の５０％超である。第２の態様では、非ポリマー基およびポリマー基の両者は、カ
ルボン酸またはそれらの塩を含む。この分散体は、インクジェットインク組成物として使
用できる。
【０００７】
　当然のことながら、先の一般的な記載および以下の詳細な記載の両方は、例示的および
説明的なだけであり、そして請求項として記載された本発明のさらなる説明を提供するこ
とのみを目的とする。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は、ビヒクルおよび少なくとも２種の改質された顔料を含む、分散体およびイン
クジェットインク組成物に関する。
【０００９】
　本発明の分散体のビヒクルは、水性または非水性液体ビヒクルのいずれかであることが
できるが、好ましくは水を含むビヒクルである。従って、このビヒクルは、好ましくは、
５０％超の水を含み、そして、例えば、水または水とアルコール等の水混和性溶媒との混
合物であることができるビヒクルである水性ビヒクルである。好ましくは、水性ビヒクル
は水であり、そして分散体は水性分散体である。
【００１０】
　本発明の分散体は、同じでない少なくとも２種の改質された顔料をさらに含む。第１の
改質された顔料は、結合した少なくとも１種の第１の有機基を有する第１の顔料を含み、
そして第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の第２の有機基を有する第２の
顔料を含む。有機基のそれぞれは、下記に詳細を記載するであろう。
【００１１】
　第１の顔料および第２の顔料は、同一であるかまたは互いに異なることができるが、好
ましくは少なくとも同じ色であり、そしてさらに好ましくは、同じ顔料である。第１の顔
料および第２の顔料は、炭素質の黒色顔料、および青色、黒色、茶色、シアン、緑色、白
色、紫色、マゼンタ、赤色、橙色、または黄色の顔料からなる顔料を含む有機着色顔料等
の当業者によって通常使用される任意のタイプの顔料であることができる。黒色顔料の代
表的な例は、チャネルブラック、ファーネスブラック、ガスブラック、およびランプブラ
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ック等の種々のカーボンブラック（顔料ブラック　７）を含み、そして、例えば、（Ｂｌ
ａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）２０００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１４００、
Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１３００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１１０
０、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１０００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）９
００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）８８０、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）８
００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）７００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）Ｌ
、Ｅｌｆｔｅｘ（商標）８、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）１４００、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）
１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）１０００、Ｍｏｎ
ａｒｃｈ（商標）９００、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）８０
０、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）７００、Ｍｏｇｕｌ（商標）Ｌ、Ｒｅｇａｌ（商標）３３０
、Ｒｅｇａｌ（商標）４００、Ｖｕｌｃａｎ（商標）Ｐ等の）Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから入手可能なＲｅｇａｌ（商標）、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）、Ｅ
ｌｆｔｅｘ（商標）、Ｍｏｎａｒｃｈ（商標）、Ｍｏｇｕｌ（商標）、およびＶｕｌｃａ
ｎ（商標）の商標の下で販売されているカーボンブラックを含む。好適なクラスの着色顔
料は、例えば、アントラキノン、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、ジア
ゾ、モノアゾ、ピラントロン、ペリレン、ヘテロサイクリックイエロー、キナクリドン、
キノロキノロン、および（チオ）インジゴイドを含む。そうした顔料は、ＢＡＳＦ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎおよびＳｕｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎを含む多くの供給業者から、粉末またはプレスケ
ーキのいずれかの形態で市販されている。他の好適な着色顔料の例は、Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉ
ｎｄｅｘ、３ｒｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ（Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎ
ｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ、１９８２）に記載されている。好ましくは、この顔料は、シ
アン、マゼンタ、またはイエローの有機顔料またはカーボンブラック等の炭素質の黒色顔
料である。
【００１２】
　第１のおよび第２の顔料は、構造または顔料の分枝の尺度である広範なフタル酸ジブチ
ル吸収（ＤＢＰ）値を有することができる。例えば、第１の顔料、第２の顔料、または両
者は、約３０～２００ｍＬ／ｌ００ｇおよび約５０～１５０ｍＬ／１００ｇを含む、約２
５～４００ｍＬ／ｌ００ｇのＤＢＰ値を有するカーボンブラックであることができる。好
ましくは、第１の顔料、第２の顔料、または両者は、約１００ｍＬ／１００ｇ以下、さら
に好ましくは、約８０ｍＬ／ｌ００ｇ以下、そして最も好ましくは、約７０ｍＬ／ｌ００
ｇ以下のＤＢＰ値を有するカーボンブラックである。
【００１３】
　第１のおよび第２の顔料は、顔料の所望の特性によって、窒素吸着によって測定して、
広範なＢＥＴ表面積を有することができる。例えば、第１の顔料、第２の顔料、または両
者は、約２０ｍ２／ｇ～約６００ｍ２／ｇおよび約５０ｍ２／ｇ～約３００ｍ２／ｇの表
面積を含む、約１０ｍ２／ｇ～約１５００ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有するカーボンブラ
ックであることができる。好ましくは、第１の顔料、第２の顔料、または両者は、約２０
０ｍ２／ｇ以上、そしてさらに好ましくは、約２３０ｍ２／ｇ以上のＢＥＴ表面積を有す
るカーボンブラックである。特異的な好ましい例は、Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎから市販されているＢｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１１００およびＭｏｎａｒｃｈ
（商標）１１００を含む。また、当業者に知られているように、より大きい表面積は、よ
り小さい一次粒子サイズに対応する。この顔料はまた、当該技術分野で知られている広範
な一次粒子径を有する。例えば、顔料は、約１０ｎｍ～約８０ｎｍおよび１５ｎｍ～約５
０ｎｍを含む、約５ｎｍ～約１００ｎｍの一次粒子サイズを有することができる。例えば
、着色顔料のためのより大きい表面積が、所望の用途で、容易に使用可能でない場合、顔
料は、必要に応じて、ボールまたはジェットミリング等の従来のサイズ減少または粉砕技
術に曝されて、顔料をより小さい粒径に減少させることができることが当業者によって充
分に認識される。
【００１４】
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　上記の様に、第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の第１の有機基を有す
る第１の顔料を含み、そして第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の第２の
有機基を有する第２の顔料を含む。好ましくは、両方の有機基は、直接結合している。こ
れらの改質された顔料のそれぞれは、有機化学基が顔料に結合するように、当業者に知ら
れた任意の方法を使用して調製できる。例えば、改質された顔料は、米国特許第５、５５
４、７３９号明細書、米国特許第５、７０７、４３２号明細書、米国特許第５、８３７、
０４５号明細書、米国特許第５、８５１、２８０号明細書、米国特許第５、８８５、３３
５号明細書、米国特許第５、８９５、５２２号明細書、米国特許第５、９００、０２９号
明細書、米国特許第５、９２２、１１８号明細書、および米国特許第６、０４２、６４３
号明細書、および国際公開第９９／２３１７４号パンフレットに記載された方法を使用し
て調製でき、これらの記載は、参照により本明細書中にその全てを取り込む。そうした方
法は、例えば、別個のポリマーおよび／または界面活性剤を使用する分散剤タイプの方法
と比較して、基の顔料へのさらに安定な結合を提供する。改質された顔料を調製するため
の他の方法は、利用できる官能基を有する顔料と、例えば、米国特許第６、７２３、７８
３号明細書（参照よりその全部を本明細書中に取り込む）に記載された等の有機基を含む
試薬とを反応させることを含む。そうした官能性顔料は、上記で取り込んだ参照文献中に
記載された方法を使用して調製できる。結合した官能基を含有するさらに改質されたカー
ボンブラックはまた、米国特許第６、８３１、１９４および６、６６０、０７５号明細書
、米国特許出願公開第２００３－０１０１９０１号明細書および出願公開第２００１－０
０３６９９４号明細書、カナダ国特許第２、３５１、１６２号明細書、欧州特許第１３９
４２２１号明細書、および国際公開第０４／６３２８９号パンフレット、ならびにＮ．Ｔ
ｓｕｂｏｋａｗａ、Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．、１７、４１７、１９９２、（それぞれ、参照
により本明細書中にそれらの全てを取り込む）に記載された方法によって調製できる。
【００１５】
　第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔料
を含む。「非ポリマー」によって、結合した基が、例えば、ラジカル重合または縮合重合
を含む重合反応によって調製できないことを意味する。従って、ポリマー基は、数平均ま
たは重量平均分子量等の平均分子量によって一般的に特徴付けられるであろうが、非ポリ
マー基は、規定された分子量を有する。好ましくは、非ポリマー基は、約２５０以下を含
む、好ましくは約５００以下、さらに好ましくは、約４００以下、最も好ましくは、約３
００以下の低分子量を有する。
【００１６】
　非ポリマー基は、少なくとも１種の官能基をさらに含むことができる。好ましくは、非
ポリマー基は、少なくとも１種のイオン基、少なくとも１種のイオン化可能基、またはイ
オン基とイオン化可能基との混合物を含む。イオン基は、アニオン性またはカチオン性の
いずれかであり、そしてＮａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、ＮＨ４

＋、ＮＲ’４
＋、アセテート、Ｎ

Ｏ３
ー、ＳＯ４

－２、Ｒ１ＳＯ３
－、ＲＯＳＯ３

－、ＯＨ－、およびＣｌ－（式中、Ｒ’
は、同一であるかまたは互いに異なることができ、水素または置換または非置換アリール
および／またはアルキル基等の有機基を表す。）等の無機または有機対イオンを含む反対
電荷の対イオンと結びつく。イオン化可能基は、使用する媒体中でイオン基を生成できる
ものである。アニオン化可能基は、アニオンを生成し、そしてカチオン化可能基は、カチ
オンを生成する。好ましくは、結合した基は、有機基である。有機イオン基は、米国特許
第５、６９８、０１６号明細書（この記載を参照により本明細書中に全て取り込む）に記
載されたものを含む。
【００１７】
　イオン基は、酸性置換基等のアニオンを生成できるイオン化可能な置換基（アニオン化
可能基）から生成できる負に帯電したイオン基である。これらはまた、これらは、イオン
化可能な置換基の塩中でアニオンであることができる。イオン基の代表的な例は、－ＣＯ
Ｏ－、－ＳＯ３

－、－ＯＳＯ３
－、－ＨＰＯ３

－２、－ＯＰＯ３
－２、および－ＰＯ３

－

２を含む。アニオン化可能基の代表的な例は、－ＣＯＯＨ、－ＳＯ３Ｈ、－ＰＯ３Ｈ２、
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－Ｒ１ＳＨ、－Ｒ１ＯＨ、および－ＳＯ２ＮＨＣＯＲ’（式中Ｒ’は、同一であるかまた
は互いに異なることができ、水素または置換または非置換アリールおよび／またはアルキ
ル基等の有機基を表わす。）を含む。
【００１８】
　カチオン基は、プロトン化されたアミン等のカチオンを生成できるイオン化可能な置換
基（カチオン化可能基）から生成できるプラスに帯電した有機イオン基である。例えば、
アルキルまたはアリールアミンは、プロトン化されて、アンモニウム基－ＮＲ＾Ｈ＋（式
中、Ｒ’は置換または非置換アリールおよび／またはアルキル基等の有機基を表わす。）
を生成することができる。カチオン基は、プラスに帯電した有機イオン基であることもで
きる。例は、第四級アンモニウム基（－ＮＲ’３

＋）および第四級ホスホニウム基（－Ｐ
Ｒ’３

＋）（式中、Ｒ’は水素または置換または非置換アリールおよび／またはアルキル
基等の有機基を表わす。）を含む。
【００１９】
　好ましくは、非ポリマー基は、アニオン性基またはアニオン化可能基を含み、そして、
さらに好ましくは、カルボン酸基、スルホン酸基、ホスホン酸基、またはそれらの塩等の
酸基またはそれらの塩を含む。好ましい非ポリマー基の具体例は、式－Ｘ－（ＣＯ２）ｎ
－Ｍ＋（式中、顔料に結合したＸは、アリーレン、ヘテロアリーレン、アルキレン、アル
カリーレン、またはアラルキレン基である。）を有する基を含む。Ｍ＋は、Ｈ＋、Ｎａ＋

、Ｋ＋、Ｌｉ＋、またはＮＲ４
＋（式中、同じであるかまたは異なることができるＲは、

水素または置換または非置換アリールおよび／またはアルキル基等の有機基を表わし、そ
してｎは１～４、特に１または２である。）である。さらに好ましくは、Ｘはアリーレン
基であり、そして非ポリマー基は、例えば、式－ＣＯＨ４ＣＯＯＨまたは－Ｃ６Ｈ４－Ｃ
Ｏ２

－Ｍ＋。を有する基を含む、アリーレンカルボン酸基、アリーレンスルホン酸基、ア
リーレンホスホン酸基、またはそれらの塩等のアリーレン酸基またはそれらの塩を含む。
【００２０】
　顔料の所望の特性および結合した基のタイプによって、結合した非ポリマー基の量を変
更できる。例えば、非ポリマー基の合計量は、窒素吸着（ＢＥＴ方法）によって測定して
、約０．５～約５．０マイクロモル／ｍ２、約１～約３マイクロモル／ｍ２、または約２
～約２．５マイクロモル／ｍ２を含む、約０．０１～約１０．０マイクロモルの基／１ｍ
２表面積の第１の顔料であることができる。互いに異なった追加の結合した非ポリマー基
がまた、存在できる。
【００２１】
　第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料を
含む。上に記載したように、「ポリマー」基は、重合反応によって調製できるものである
。従って、第２の顔料に結合したポリマー基は、ポリマーを含み、そしてこれは、当該技
術分野で知られている任意の方法を使用して調製できる。例えば、ポリマー基のポリマー
は、１種または２種以上のラジカル的に重合可能なモノマーの重合によって調製できる。
そうしたモノマーは、インクジェットインク組成物において特に有用な、さらなる望まし
い特性を有するポリマーを提供できる。例は、アクリルおよびメタクリル酸、アクリレー
トエステル、メタクリレートエステル、アクリルアミドおよびメタクリルアミド、アクリ
ロニトリル、シアノアクリレートエステル、マレエートおよびフマレートジエステル、ビ
ニルピリジン、ビニルＮ－アルキルピロール、ビニルアセテート、ビニルオキサゾール、
ビニルチアゾール、ビニルピリミジン、ビニルイミダゾール、ビニルケトン、ビニルエー
テル、およびスチレンを含むがこれらに限られない。ビニルケトンは、両方のβ－炭素が
Ｃ１～Ｃ４のアルキル基、ハロゲン等を有するビニルケトンまたはフェニル基が１～５個
のＣ１～Ｃ６のアルキル基および／またはハロゲン原子で置換できるビニルフェニルケト
ン等のアルキル基のβ炭素原子が水素原子を有さないものを含む。スチレンは、ビニル基
が炭素原子において等のＣ１～Ｃ６アルキル基で置換されているもの、および／またはＣ
１～Ｃ６アルキル、（ビニルを含む）アルケニル、または（アセチレニルを含む）アルキ
ニル基、フェニル基、ハロアルキル基、およびＣ１～Ｃ６のアルコキシ、ハロゲン、ニト
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ロ、カルボキシ、スルホネート、Ｃ１～Ｃ６のアルコキシカルボニル、（Ｃ１～Ｃ６のア
シル基で保護されたものを含む）ヒドロキシ、およびシアノ基等の官能基を含む、フェニ
ル基が１～５の置換基で置換されているものを含む。具体例は、アクリル酸メチル（ＭＡ
）、メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）、アクリル酸エチル（ＥＡ）、メタクリル酸エチル（
ＥＭＡ）、アクリル酸ブチル（ＢＡ）、２－エチルヘキシルアクリレート（ＥＨＡ）、ア
クリロニトリル（ＡＮ）、メタクリロニトリル、スチレン、およびそれらの誘導体を含む
。
【００２２】
　ポリマー基のポリマーはまた、１種または２種以上の重合可能なモノマーのカチオン性
またはアニオン性重合によって調製できる。例えば、ポリビニルエーテルは、一般的な構
造ＣＨ２＝ＣＨ（ＯＲ）（式中、Ｒは、アルキル、アラルキル、アルカリール、またはア
リール基であるか、または１つまたは２つ以上のアルキレンオキサイド基を含む基である
。）を有するもの等のモノマーのカチオン性重合によって調製できる。他のカチオン的ま
たはアニオン的に重合可能なモノマーを含むことができる。さらに、ポリマー基のポリマ
ーはまた、重縮合技術によって調製できる。例えば、このポリマーは、ポリエステルまた
はポリウレタンであることができる。
【００２３】
　ポリマー基のポリマーは、ホモポリマー、コポリマー、ターポリマーおよび／または任
意の数の異なる繰り返し単位を含むポリマーであることができる。さらに、このポリマー
は、ランダムポリマー、分枝ポリマー、交互ポリマー、グラフトポリマー、ブロックポリ
マー、星状ポリマー、および／または櫛状ポリマーであることができる。結合したポリマ
ーのタイプは、意図された用途によって変化できる。例えば、このポリマー基は、酸基を
含み、そして１５０未満、または１００未満、または５０未満等の２００未満の酸価を有
するポリマーを含むことができる。酸価は、ＫＯＨ等の強塩基を用いた滴定を含む当該技
術分野で知られている任意の方法を使用して決定できる。具体例は、１００～２００、５
０～１００、および０～５０の酸価を含む。また、このポリマー基は、５０～１００、お
よび好ましくは５０未満等の１００未満のＴｇを有するポリマーを含むことができる。さ
らに、このポリマー基は、約１０００～５０、０００、約２、０００～２５、０００、お
よび約５、０００～２０、０００等の約５００～１００、０００の分子量（Ｍｗ）を有す
るポリマーを含むことができる。ポリマー基のポリマーの多分散性は、一般的に、２．５
未満、および２未満等の３未満である。あるいは、分子量分布は、２モード等の多モード
であることができる。
【００２４】
　ポリマー基の具体例は、ポリビニルアルコール基、ポリビニルピロリドン基、ポリウレ
タン基、（メタクリル酸、アクリル酸、またはそれらのエステルから調製されたホモポリ
マーまたはコポリマー基等の）アクリレートまたはメタクリレートポリマー基、（スチレ
ンおよびメタクリル酸、アクリル酸、またはそれらのエステルから調製されたコポリマー
基等の）ポリ（スチレン－アクリレート）またはポリ（スチレンメタクリレート）基、ス
チレンおよびマレイン酸または無水マレイン酸から調製されたポリマー基、（ビニルアセ
テートエチレンコポリマー基、ビニルアセテート脂肪酸ビニルエチレンコポリマー基、ビ
ニルアセテートマレエートエステルコポリマー基、ビニルアセテートクロトン酸コポリマ
ー基、およびビニルアセテートアクリル酸コポリマー基等の）ビニルアセテートから調製
されたポリマー基、およびそれらの塩を含む。好ましくは、このポリマー基は、少なくと
も１種のイオン基、少なくとも１種のアニオン化可能基、またはそれらの混合物を含む。
さらに好ましくは、このポリマー基は、少なくとも１種のカルボン酸基またはそれらの塩
等の少なくとも１種の酸基またはそれらの塩を含む。例えば、好ましいポリマー基は、ス
チレンアクリル酸ポリマー基およびスチレンメタクリル酸ポリマー基、またはマレイン酸
または無水マレイン酸ポリマー基、またはそれらの塩等のメタクリレートまたはアクリレ
ートポリマー基を含む。好適な塩は、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、ＮＨ４

＋、ＮＲ’４
＋（式

中、同一であるか互いに異なることができるＲ’は、水素または置換または未置換アリー
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ルおよび／またはアルキル基等の有機基を表す。）等の無機または有機対イオンを含む。
【００２５】
　結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料を含む第２の改質された顔料
は、種々の異なる技術を使用して調製できる。例えば、この第２の改質された顔料は、ポ
リマーの官能基と、終端または末端官能性ポリマーおよび顔料の反応を含む（例えば、米
国特許第６、７２３、７８３号明細書、米国特許出願公開第２００４／０２２９９７５号
明細書、または欧州特許第０２７２１２７号明細書に示されたような）第２の顔料の官能
基との反応、または終端もしくは末端官能性ポリマーを含むポリマーのアミン含有官能基
と、（例えば、米国特許第６、４７８、８６３号明細書に示すような）顔料とさらに反応
するジアゾ化試薬との反応によって、調製できる。この第２の改質された顔料はまた、第
２の顔料からのモノマーの重合によって調製できる。例えば、この第２の改質された顔料
は、ラジカル重合、原子移動ラジカル重合（ＡＴＲＰ）等の制御された重合方法、安定な
フリーラジカル（ＳＦＲ）重合、および可逆的付加開裂連鎖移動重合（ＲＡＦＴ）、グル
ープ移動重合（ＧＴＰ）等のイオン性重合（アニオン性またはカチオン性）、および縮合
重合によって調製できる。また、第２の改質された顔料は、例えば、米国特許第６、３７
２、８２０号明細書；米国特許第６、３５０、５１９号明細書；米国特許第６、５５１、
３９３号明細書；または米国特許第６、３６８、２３９号明細書中に、または国際公開第
２００６／０８６５９９号パンフレットおよび国際公開第２００６／０８６６６０号パン
フレットに記載された方法を使用して調製できる。これらの参照文献のそれぞれは、参照
により、その全てを本明細書中に取り込む。
【００２６】
　顔料の所望の特性および結合した基のタイプによって、結合したポリマー基の量を、変
更できる。例えば、ポリマー基の合計量は、第２の顔料の０．１重量％～５０重量％、好
ましくは１重量％～４５重量％、およびさらに好ましくは、第２の顔料の１０重量％～４
０重量％であることができる。
【００２７】
　本発明の好ましい態様では、第１の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩
を含む結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み、そして第２の
改質された顔料は、カルボン酸基を含む結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第
２の顔料を含む。驚いたことに、改質された顔料のこの組み合わせを含む分散体が、これ
らの改質された顔料単体のみのいずれかからなる分散体の性能特性、およびカルボン酸基
を有さない改質された顔料の組み合わせからなる分散体の性能特性に基づいて、予期しな
い性能特性を有することが見いだされた。特に、これらの分散体がインクジェットインク
用途で使用される場合、印刷性能における予期しない改善、特に光沢、画像の明瞭性、お
よび耐久力が、観察された。
【００２８】
　第１の改質された顔料および第２の改質された顔料の両方は、インクジェットインク組
成物として使用される場合、分散体安定性等の分散体それ自身の特性に有害に影響するこ
となく、例えば、画像品質等の所望の全体的な性能特性を提供するのに効果的な合計量で
本発明の分散体中に存在できる。典型的には、改質された顔料の合計量は、分散体の重量
に基づいて、約０．１％～約３０％である。
【００２９】
　第１の改質された顔料の第２の改質された顔料に対する量はまた、変化できる。しかし
、好ましくは、本発明の分散体は、第２の改質された顔料の量に対して、より多い量の第
１の改質された顔料の量を含む。例えば、本発明の分散体の別の好ましい態様において、
本発明の分散体のための、第１の改質された顔料が量Ｘで存在し、そして第２の改質され
た顔料が量Ｙで存在する場合、顔料の合計量に対する第１の改質された顔料の分率である
Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）、は、０．５より大きい。従って、第１の改質された顔料は、全改質され
た顔料の５０％より大きい。好ましくは、Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）は、０．５５～０．９、さらに
好ましくは、０．６～０．８である。１超の第１の改質された顔料が存在する場合、Ｘは
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第１の改質された顔料の合計量を指し、そして１超の第２の改質された顔料が存在する場
合、Ｙは、第２の改質された顔料の合計量を指す。上記の第２の改質された顔料の量に対
して、より多くの上記の第１の改質された顔料を含む分散体が、第１の改質された顔料よ
り多くの第２の改質された顔料、または等しい量の第１改質された顔料および第２の改質
された顔料、を含む分散体に比較して、改善された性能特性を有することが特に見いださ
れた。特に、インクジェットインク用途において使用される場合、印刷性能における予期
しない改善が見いだされた。
【００３０】
　本発明の分散体は、製造プロセスの結果として分散体中に共存できる不純物および他の
望ましくない自由種を除去するために、精製または分級できる。例えば、分散体は、限外
ろ過／膜分離、逆浸透、またはイオン交換等の公知の技術を使用した未反応の処理剤等の
あらゆる好ましくない自由な種を除去するために精製できる。好ましくは、分散体の大き
い粒子濃度はまた、全体的な分散体安定性を改善するために低下できる。従って、例えば
、５００ｎｍ超のサイズを有する粒子は、遠心分離等の技術を使用して除去できる。
【００３１】
　上記の様に、少なくとも２種の異なる改質された顔料を含む本発明の分散体は、例えば
、プラスチック組成物の調製、水性または非水性インク、水性または非水性被膜、ゴム組
成物、紙組成物および繊維製品組成物を含む種々の異なる用途において使用できる。特に
、これらの分散体は、例えば、自動車の被膜および工業被膜、塗料、トナー、接着、ラテ
ックス、およびインクを含む水性組成物中で使用できる。この分散体は、インク組成物、
特にインクジェットインク組成物において最も有用であることが見いだされた。
【００３２】
　従って、本発明はさらに、ビヒクルおよび少なくとも２種の改質された顔料、すなわち
、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含む第１の改質された顔
料および結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料を含む第２の改質され
た顔料を含むインクジェットインク組成物に関する。ビヒクルおよび改質された顔料は上
記のもののうちのいずれであることができる。これらの２種の改質された顔料を含むイン
クジェットインク組成物が個々に改質された顔料のいずれかを含む場合、特に第１の改質
された顔料の量が第２の改質された顔料の量より多い場合、インクジェットインク組成物
と比較して、驚くべき印刷性能特性ことが見いだされた。例えば、第１の改質された顔料
を含むインクジェットインク組成物が、第２の改質された顔料を含むインクジェットイン
ク組成物から調製された画像より、より高い光沢および画像の明瞭性（ＤＯＩ）を有する
印刷画像を有する場合、それぞれ同じ顔料の配合量レベルでこれらの改質された顔料の組
み合わせを含むンクジェットインク組成物がまた、同様に高い光沢およびＤＯＩを有する
ことができることが、驚いたことに見いだされた。もう一つの例として、第２の改質され
た顔料を含むインクジェットインク組成物が、例えば、高い光沢を有する第１の改質され
た顔料を含むインクジェットインク組成物と比較して、しみに対する高い耐性または水堅
牢度等の１つの所望の特性を有する場合、両方の改質顔料を含む本発明のインクジェット
インク組成物は、高い光沢ならびに改善されたしみに対する耐性および水堅牢度の両方を
有することができることが、驚いたことに見いだされた。
【００３３】
　本発明のインクジェットインク組成物は、最小の追加成分（添加物および／または共溶
媒）および処理ステップを用いて生成できる。しかし、組成物の安定性を保ちながら多く
の所望の特性を与えるために、好適な添加物を取り込むことができる。例えば、界面活性
剤および／または分散剤、保湿剤、乾燥加速剤、浸透剤、殺生剤、バインダー、およびｐ
Ｈ制御剤、ならびに当該技術分野で知られている他の添加物を加えることができる。特別
な添加物の量は、種々の因子によって変化できるが、一般的に、０％～４０％の範囲であ
る。例えば、他の改質された顔料、改質されていない顔料、または過酸化物、オゾン、パ
ーサルフェート、および次亜ハロゲン酸塩（それらの内の幾つかはＲｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈ
ａａｓまたはＯｒｉｅｎｔから市販されている）他の改質された顔料、またはその両方を
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使用して調製された自己分散性の酸化顔料を含む酸化顔料を含む、さらなる着色剤の使用
はまた、本発明の範囲内にある。さらに、結合したポリマー基に関連した上記のポリマー
のいずれかを含むポリマーによって、封入された顔料を含むポリマー改質された顔料を使
用することはまた、本発明の範囲内である。また、１種の着色剤が染料を含み、そして１
種の着色剤が顔料を含む、改質された着色剤の混合物をまた、使用できる。
【００３４】
　組成物のコロイド安定性をさらに高めるため、またはインクと、印刷紙等の印刷基材、
またはインクを印刷するヘッドのいずれかとの相互作用を変えるために、分散剤（界面活
性剤および／または分散剤）を加えることができる。種々のアニオン性、カチオン性およ
び非イオン性分散剤は、本発明のインク組成物と組み合わせて使用でき、そしてこれらは
、固体形態であるか、または水溶液であることができる。
【００３５】
　アニオン性分散剤または界面活性剤の代表的な例は、水酸化またはアミノ化誘導体を含
む、高次脂肪酸塩、高級アルキルジカルボキシレート、高級アルコールの硫酸エステル塩
、高級アルキルスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート、アルキルナフタレンスル
ホネート、ナフタレンスルホネート（Ｎａ、Ｋ、Ｌｉ、Ｃａ、等）、ホルマリンポリ縮合
物、高次脂肪酸とアミノ酸との間の縮合物、ジアルキルスルホコハク酸エステル塩、アル
キルスルホサクシネート、ナフテネート、アルキルエーテルカルボキシレート、アシル化
ペプチド、α－オレフィンスルホネート、Ｎ－アクリルメチルタウリン、アルキルエーテ
ルスルホネート、第２高級アルコールエトキシサルフェート、ポリオキシエチレンアルキ
ルフェニルエーテルサルフェート、モノグリシルサルフェート、アルキルエーテルホスフ
ェートおよびアルキルホスフェート、アルキルホスホネートおよびビスホスホネートを含
むがこれらに限られない。例えば、スチレンスルホネート塩のポリマーおよびコポリマー
、非置換および置換ナフタレンスルホネート塩（例えば、アルキルまたはアルコキシ置換
ナフタレン誘導体）、（ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、プロピルアルデヒド、お
よびその同類のものを含む非置換アルキルアルデヒド誘導体等の）アルデヒド誘導体、マ
レイン酸塩、およびそれらの混合物は、アニオン性分散助剤として使用できる。塩は、例
えば、Ｎａ＋、Ｌｉ＋、Ｋ＋、Ｃｓ＋、Ｒｂ＋、および置換および非置換アンモニウムカ
チオンを含む。具体例は、Ｖｅｒｓａ（商標）４、Ｖｅｒｓａ（商標）７、およびＶｅｒ
ｓａ（商標）７７（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
．）；Ｌｏｍａｒ（商標）Ｄ（ダイアモンドＳｈａｍｒｏｃｋ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃ
ｏ．）；Ｄａｘａｄ（商標）１９およびＤａｘａｄ（商標）Ｋ（Ｗ．Ｒ．Ｇｒａｃｅ　Ｃ
ｏ．）；およびＴａｍｏｌ（商標）ＳＮ（Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ）等の市販製品を含む
がこれらに限られない。カチオン性界面活性剤の代表的な例は、脂肪族アミン、第四級ア
ンモニウム塩、スルホニウム塩、ホスホニウム塩およびその同類のものを含む。
【００３６】
　本発明のインクジェットインクで使用可能である非イオン性分散剤または界面活性剤の
代表的な例は、フッ素誘導体、シリコーン誘導体、アクリル酸コポリマー、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエ
チレン第二級アルコールエーテル、ポリオキシエチレンスチロールエーテル、（Ａｉｒ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｓから入手できるＳｕｒｆｙｎｏｌ（商標）４２０、Ｓｕｒｆｙｎｏｌ（
商標）４４０、およびＳｕｒｆｙｎｏｌ（商標）４６５等の）エトキシレート化アセチレ
ンジオール、ポリオキシエチレンラノリン誘導体、アルキルフェノールホルマリン縮合物
のエチレンオキサイド誘導体、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマ
ー、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテルポリオキシエチレン化合
物の脂肪酸エステルポリエチレンオキサイド縮合タイプ、エチレングリコール脂肪酸エス
テル、脂肪酸モノグリセリド、ポリグリセロールの脂肪酸エステル、プロピレングリコー
ルの脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、脂肪酸アルカノールアミド、ポリオキシエ
チレン脂肪酸アミドおよびポリオキシエチレンアルキルアミンオキサイドを含む。例えば
、Ｉｇｅｐａｌ（商標）ＣＡおよびＣＯシリーズ材料（Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ　Ｃ
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ｏ．）、Ｂｒｉｊ（商標）シリーズ材料（ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ、Ｉｎｃ．）、およ
びトリトン（商標）シリーズ材料（Ｄｏｗ　Ｃｏｍｐａｎｙ）等のエトキシレート化モノ
アルキルまたはジアルキルフェノールを使用できる。これらの非イオン性界面活性剤また
は分散剤は、単独でまたは前記のアニオン性およびカチオン性分散剤と組み合わせて使用
できる。
【００３７】
　この分散剤はまた、天然ポリマーまたは合成ポリマーの分散剤であることができる。天
然ポリマー分散剤の具体例は、糊、ゼラチン、カゼインおよびアルブミン等のタンパク質
；アラビアゴムおよびトラガカントゴム等の天然ゴム；サポニン等のグルコシド；アルギ
ン酸、およびプロピレングリコールアルギネート、トリエタノールアミンアルギネート、
およびアンモニウムアルギネート等のアルギン酸誘導体；およびメチルセルロース、カル
ボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースおよびエチルヒドロキシセルロー
ス等のセルロース誘導体を含む。合成ポリマー分散剤を含むポリマーの分散剤の具体例は
、ＤｕＰｏｎｔからのＥｌｖａｎｏｌｓ、ＣｅｌａｎｅｓｅからのＣｅｌｖｏｌｉｎｅ等
のポリビニルアルコール、ＢＡＳＦからのＬｕｖａｔｅｃ、ＩＳＰからのＫｏｌｌｉｄｏ
ｎ　およびＰｌａｓｄｏｎｅ等のポリビニルピロリドン、およびＰＶＰ－Ｋ、Ｇｌｉｄｅ
、ポリメタアクリル酸等のアクリル樹脂または（多くの場合、「メタアクリル」と記載さ
れる）メタクリル樹脂、ＬｙｏｎｄｅｌｌからのＥｔｈａｃｒｙｌ　ｌｉｎｅ、Ａｌｃｏ
からのＡｌｃｏｓｐｅｒｓｅ、アクリル酸メタアクリロニトリルコポリマー、カリウムメ
タアクリレートメタアクリロニトリルコポリマー、ビニルアセテートメタアクリレートエ
ステルコポリマーおよびメタアクリル酸メタアクリレートエステルコポリマー；ＢＡＳＦ
からのＪｏｎｃｒｙｌ　ｌｉｎｅ、ＮｏｖｅｏｎからＣａｒｂｏｍｅｒｓ等のスチレンメ
タアクリル酸コポリマー、ＢＡＳＦからのＪｏｎｃｒｙｌ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ等のスチレ
ンメタアクリル酸メタアクリレートエステルコポリマー、スチレン－α－メチルスチレン
メタアクリル酸コポリマー、スチレン－α－メチルスチレンメタアクリル酸メタアクリレ
ートエステルコポリマー；スチレンマレイン酸コポリマー；ＳａｒｔｏｍｅｒからのＳＭ
Ａ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ等のスチレン無水マレイン酸コポリマー、ビニルナフタレンアクリ
ルまたはメタクリル酸コポリマー等のスチレンアクリルまたはメタクリル樹脂；ビニルナ
フタレンマレイン酸コポリマー；およびビニルアセテートエチレンコポリマー、ビニルア
セテート脂肪酸ビニルエチレンコポリマー、ビニルアセテートマレエートエステルコポリ
マー、ビニルアセテートクロトン酸コポリマーおよびビニルアセテートアクリル酸コポリ
マー等のビニルアセテートコポリマー；並びにそれらの塩を含む。インクジェットインク
中で分散剤および添加物のために使用できる上記に上げたもの、変形および関連した材料
等のポリマーは、ＤｅｇｕｓｓａからのＴｅｇｏ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ、Ｌｙｏｎｄｅｌｌ
からのＥｔｈａｃｒｙｌ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ、ＢＡＳＦからＪｏｎｃｒｙｌ　ｐｏｌｙｍ
ｅｒｓ、ＣｉｂａからのＥＦＫＡ分散剤、ならびにＢＹＫ　ＣｈｅｍｉｅからのＤｉｓｐ
ｅｒｂｙｋおよびＢｙｋ分散剤に含まれる。
【００３８】
　特にノズルの目詰まりを防ぐ、ならびに紙の浸透（浸透剤）、改善された乾燥（乾燥加
速剤）、および耐しわ特性を提供する目的で、保湿剤および水溶性有機化合物はまた、本
発明のインクジェットインク組成物に加えることができる。使用できる保湿剤および他の
水溶性化合物の具体例は、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、テトラエチレングリコールおよびジプロピレングリコール等の低分子量グリコ
ール、１、３－ペンタンジオール、１、４－ブタンジオール、１、５－ペンタンジオール
、１、４－ペンタンジオール、１、６－ヘキサンジオール、１、５－ヘキサンジオール、
２、６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール（２、２－ジメチル－１、３－プロ
パンジオール）、１、３－プロパンジオール、１、４－ブタンジオール、１、５－ペンタ
ンジオール、１、６－ヘキサンジオール、１、２、６－ヘキサントリオール、ポリ（エチ
レンコ－プロピレン）グリコール等の；約２～約４０炭素原子を含有するジオール、およ
びその同類のもの、ならびにエチレンオキサイドおよびプロピレンオキサイドを含むエチ
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レンオキサイド；グリセリン、トリメチロールプロパン、１、３、５－ペンタントリオー
ル、１、２、６－ヘキサントリオールを含む、約３～約４０炭素原子を含有するトリオー
ル誘導体、およびその同類のものを含むアルキレンオキサイドとのそれらの反応生成物、
ならびにエチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、およびそれらの混合物；ネオペン
チルグリコール、（２、２－ジメチル－１、３－プロパンジオール）、およびその同類の
ものを含むアルキレンオキサイドとそれらの反応生成物、ならびに広範な分子量を有する
材料を生成するのに望ましいモル比で、エチレンオキサイドおよびプロピレンオキサイド
を含む、アルキレンオキサイドとのそれらの反応生成物；チオジグリコール；ペンタエリ
スリトールおよびエタノール、プロパノール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアル
コール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、およびｔｅｒｔ－ブチルアルコール、２－プロピン
－ｌ－オール（プロパルギルアルコール）、２－ブテン－ｌ－オール、３－ブテン－２－
オール、３－ブチン－２－オール、およびシクロプロパノール等の低級アルコール；ジメ
チルホルムアルデヒドおよびジメチルアセトアミド等のアミド；アセトンおよびジアセト
ンアルコール等のケトンまたはケトアルコール；テトラヒドロフランおよびジオキサン等
のエーテル；エチレングリコールモノメチルエーテルおよびエチレングリコールモノエチ
ルエーテル、トリエチレングリコールモノメチル（または、モノエチル）エーテル等のセ
ロソルブ；ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチル
エーテル、およびジエチレングリコールモノブチルエーテル等のカルビトール；２－ピロ
リドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドンおよびε－カプロラクタム等のラクタム；尿素およ
び尿素誘導体；ベタイン等の内塩、およびその同類のもの；１－ブタンチオールを含む前
記の材料のチオ（硫黄）誘導体；ｔ－ブタンチオール１－メチル－１－プロパンジオール
、２－メチル－１－プロパンジオール；２－メチル－２－プロパンチオール；チオシクロ
プロパノール、チオエチレングリコール、チオジエチレングリコール、トリチオまたはジ
チオジエチレングリコール、およびその同類のもの；アセチルエタノールアミン、アセチ
ルプロパノールアミン、プロピルカルボキシエタノールアミン、プロピルカルボキシプロ
パノールアミンを含むヒドロキシアミド誘導体、およびその同類のもの；アルキレンオキ
サイドと、前記の材料との反応生成物；並びにそれらの混合物を含む。さらなる例は、マ
ルチトール、ソルビトール、グルコノラクトンおよびマルトース等のサッカロイド；トリ
メチロールプロパンおよびトリメチロールエタン等の多価アルコール；Ｎ－メチル－２－
ピロリドン；１、３－ジメチル－２－イミダゾリジノン；ジメチルスルホキシド、メチル
エチルスルホキシド、アルキルフェニルスルホキシド等のジアルキルスルフィド（対称お
よび非対称スルホキシド）およびその同類のものを含む、約２～約４０炭素原子を含有す
るスルホキシド誘導体；およびジメチルスルホン、メチルエチルスルホン、スルホラン（
テトラメチレンスルホン、環状スルホン）、ジアルキルスルホン、アルキルフェニルスル
ホン、ジメチルスルホン、メチルエチルスルホン、ジエチルスルホン、エチルプロピルス
ルホン、メチルフェニルスルホン、メチルスルホラン、ジメチルスルホラン、およびその
同類のもの等の約２～約４０炭素原子を含有するスルホン誘導体（対称および非対称スル
ホン）を含む。そうした材料は、単独でまたは組み合わせて使用できる。
【００３９】
　殺生剤および／または殺菌剤をまた、本発明のインクジェットインク組成物に加えるこ
とができる。バクテリアは、多くの場合、インクノズルより大きく、そして目詰まり、お
よび他の印刷の問題を起こすことができるので、殺生剤は、細菌の成長を防止するのに重
要である。有用な殺生剤の例、ベンゾエートまたはソルベート塩、およびイソチアゾリノ
ンを含むがこれらに限られない。
【００４０】
　種々のポリマーのバインダーはまた、組成物の粘度を調製するために、ならびに他の望
ましい特性を提供するために、本発明のインクジェットインク組成物と組み合わせて使用
できる。好適なポリマーのバインダーは、アラビアゴム、ポリアクリレート塩、ポリメタ
クリレート塩、ポリビニルアルコール（ＤｕＰｏｎｔからのＥｌｖａｎｏｌｓ、Ｃｅｌａ
ｎｅｓｅからのＣｅｌｖｏｌｉｎｅ）、ヒドロキシプロピレンセルロース、ヒドロキシエ



(15) JP 2010-519366 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

チルセルロース、（ＢＡＳＦからのＬｕｖａｔｅｃ、ＩＳＰからＫｏｌｌｉｄｏｎ　およ
びＰｌａｓｄｏｎｅ、およびＰＶＰ－Ｋ、Ｇｌｉｄｅ等の）ポリビニルピロリドン、ポリ
ビニルエーテル、澱粉、ポリサッカロイド、Ｄｉｓｃｏｌｅ（商標）シリーズ（ＤＫＳ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）を含むエチレンオキサイドおよびプロピレンオキサイドで
誘導体化されたまたは誘導体化されていないポリエチレンイミン；Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（
商標）シリーズ（Ｈｕｎｔｓｍａｎ）；およびその同類のもの等の水溶性ポリマーおよび
コポリマーを含むがこれらに限られない。水可溶性ポリマー化合物のさらなる例は、例え
ば、（ＢＡＳＦからのＪｏｎｃｒｙｌ　ｌｉｎｅ、ＮｏｖｅｏｎからのＣａｒｂｏｍｅｒ
ｓ等の）スチレンアクリル酸コポリマー、スチレンアクリル酸アルキルアクリレートター
ポリマー、（ＢＡＳＦからのＪｏｎｃｒｙｌ　ｌｉｎｅ等の）スチレンメタクリル酸コポ
リマー、（ＳａｒｔｏｍｅｒからのＳＭＡポリマー等の）スチレンマレイン酸コポリマー
、スチレンマレイン酸アルキルアクリレートターポリマー、スチレンメタクリル酸アルキ
ルアクリレートターポリマー、スチレンマレイン酸半エステルコポリマー、ビニルナフタ
レンアクリル酸コポリマー、アルギン酸、ポリアクリル酸またはそれらの塩およびそれら
の誘導体を含む上記の種々の分散剤または界面活性剤を含む。さらに、バインダーは、分
散体またはラテックス形態で加えることができ、または存在できる。例えば、ポリマーの
バインダーは、（ＮＳＭ　ＮｅｏｒｅｓｉｎｓからのＮｅｏＣｒｙｌ　ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ、Ａｌｂｅｒｄｉｎｇｋ－ＢｏｌｅｙからのＡＣおよびＡＳポリマー等の）アクリレー
トまたはメタクリレートコポリマーのラテックスであることができ、または（Ａｌｂｅｒ
ｄｉｎｇｋ－ＢｏｌｅｙからのＡＢＵ等の）水分散性ポリウレタンまたは（ＥＡＳＴＭａ
ｎ　ＣｈｅｍｉｃａｌからのＡＱポリマー等の）ポリエステルであることができる。イン
クジェットインク中のバインダーとして使用できる上記に記載したもの、変化形、および
関連した材料等のポリマーは、ＬｙｏｎｄｅｌｌからのＥｔｈａｃｒｙｌ　ｐｒｏｄｕｃ
ｔｓ、ＢＡＳＦからのＪｏｎｃｒｙｌ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ、ＮＳＭ　Ｎｅｏｒｅｓｉｎｓ
からのＮｅｏＣｒｙｌ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ、ならびにＡＣおよびＡＳポリマーＡｌｂｅ
ｒｄｉｎｇｋ－Ｂｏｌｅｙ中に含まれる。
【００４１】
　本発明のインクジェットインク組成物のｐＨを制御または調整するための種々の添加物
をまた使用できる。好適なｐＨ調節剤の例は、ジエタノールアミンおよびトリエタノール
アミンならびに種々の水酸化物試薬等の種々のアミンを含む。水酸化物試薬は、水酸化物
対イオンを有する塩等のＯＨ’イオンを含む任意の試薬である。例は、水酸化ナトリウム
、水酸化カリウム、水酸化リチウム、水酸化アンモニウム、およびテトラメチル水酸化ア
ンモニウムを含む。他の水酸化物塩、ならびに水酸化物試薬の混合物をまた使用できる。
さらに、水性媒体中でＯＨ－イオンを生成する他のアルカリ性試薬をまた使用できる。例
は、炭酸ナトリウム等のカーボネート、ナトリウム重炭酸塩等の重炭酸塩、およびナトリ
ウムメトキシドおよびナトリウムエトキシド等のアルコキシドを含む。バッファーをまた
、加えることができる。
【００４２】
　さらに、本発明のインクジェットインク組成物は、カラーバランスを変更し、そして光
学密度を調整するために、従来の染料をさらに取り込むことができる。そうした染料は、
食用色素、ＦＤ＆Ｃ染料、酸性染料、直接染料、反応性染料、銅フタロシアニン誘導体、
ナトリウム塩、アンモニウム塩、カリウム塩、リチウム塩を含むフタロシアニンスルホン
酸の誘導体、およびその同類のものを含む。
【００４３】
　インクジェットインク組成物は、本発明の改質された顔料のための上記のもの等の方法
を使用して、精製でき、およびまたは分類できる。任意選択的対イオン交換ステップをま
た使用できる。従って、好ましからざる不純物または望ましくない大きい粒子はまた、良
好な全体的特性を有するインクを生成させるために除去できる。
【００４４】
　本発明は、さらに、種々のインクジェットインク組成物を含み、そして本発明のインク
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ジェットインク組成物は、当該技術分野において知られているものと任意の様式で異なる
ことができる。例えば、このインクジェットインクセットは、例えば、シアン顔料を含む
インクジェットインク組成物、マゼンタ顔料を含むインクジェットインク組成物、および
／または黒色顔料を含むインクジェットインク組成物を含む、異なるタイプおよび／また
は異なる色の着色剤を含むインクジェットインク組成物を含むことができる。他のタイプ
のインクジェットインク組成物、例えば、基材上に固定するように設計された試薬を含む
組成物を含むインクジェットインク組成物をまた使用できる。他の組み合わせは、当該技
術分野で知られているであろう。
【００４５】
　本発明は、本来、例示的のみであることを目的とする以下の例によってさらに明確にな
るであろう。
【実施例】
【００４６】
　例１
　以下の例は、第１の改質された顔料および第２の改質された顔料を含む本発明のインク
ジェットインク組成物の調製および印刷性能特性を記載し、ここで、第１の改質された顔
料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有
する顔料を含み、そして第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む
結合した少なくとも１種のポリマー基を有する顔料を含む。
【００４７】
　この例では、結合した安息香酸基またはそれらの塩（第１の改質された顔料）を有する
カーボンブラックを含む改質されたカーボンブラックの水性分散体を、（２４０ｍ２／ｇ
のＢＥＴ窒素表面積および５０ｃｃ／１００ｇのＤＢＰ値を有するＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから市販されている）Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）１１００カーボ
ンブラックと、（１グラムのカーボンブラック当たり１．５ミリモルの）ｐ－アミノ安息
香酸および（ｐ－アミノ安息香酸に等モルの）ナトリウム亜硝酸とを反応させることによ
って調製した。また、結合したスチレンアクリル酸コポリマー（第２の改質された顔料）
を有するカーボンブラックを含む改質されたカーボンブラックの分散体を、Ｂｌａｃｋ　
Ｐｅａｒｌｓ（商標）１１００カーボンブラックと、（１グラムのカーボンブラック当た
り１．０ミリモルの）アミノベンジルアミン、（１モルのアミノベンジルアミン当り２モ
ルの）メタンスルホン酸、および（アミノベンジルアミンに等モルの）ナトリウム亜硝酸
とを反応させることによって調製し、結合したアミノ基を有するカーボンブラックを生成
させ、そしてこれを次に（２４０の酸価および１６、０００の重量平均分子量を有するＢ
ＡＳＦから入手可能であるスチレンアクリル酸コポリマー、ポリマー／顔料の重量比で３
／１の）Ｊｏｎｃｒｙｌ（商標）６９０と反応させた。
【００４８】
　本発明のインクジェットインク組成物は、第１の改質された顔料を含む塩基組成物（Ｂ
ａｓｅ１－１）と、第２の改質された顔料を含む塩基組成物（Ｂａｓｅ２－１）とを種々
の比率で組み合わせることによって調製できる。２種の塩基組成物は、下記表１に示され
、本発明のインクジェットインク組成物を調製するのに使用されるそれぞれの塩基組成物
の量を、下記表２に示す。
　表１
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【表１】

　表２

【表２】

【００４９】
　それぞれのインクジェットインク組成物における全顔料の配合量は、４％であった。表
２において、特定の顔料の、インクジェットインク組成物中での顔料の合計量に対する比
である重量分率を示す。従って、第１の改質された顔料の量がＸであり、そして第２の改
質された顔料の量がＹである場合、第１の改質された顔料の重量分率はＸ／（Ｘ＋Ｙ）で
ある。
【００５０】
　本発明のインクジェットインク組成物（例ＩＡ、ＩＢ、１Ｃ、およびＩＤ）、ならびに
それらで調製した塩基組成物（Ｂａｓｅ１－１および２－１）を、Ｃａｎｏｎ　ｉ５５０
プリンターを使用して、印刷品質高、カラー調整デフォルト、グレイスケール印刷チェッ
ク済みの印刷設定で、Ｃａｎｏｎ　ＰＰ－１０１およびＣａｎｏｎ　ＰＲ－１０１フォト
光沢紙上に印刷した。印刷性能特性を、１５分間乾燥させた後に生じた印刷画像で決定し
た。光沢（２０°）を、Ｍｉｃｒｏ　Ｔｒｉ　Ｇｌｏｓｓ　Ｍｅｔｅｒ、モデル４４３０
を用いて測定し、および画像の明瞭性（ＤＯＩ）を、ＱＥＡ　ＤＩＡＳを用いて測定した
。耐ウェットスミア性（Ｗｅｔ　ｓｍｅａｒ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）を、湿ったキムワ
イプで、印刷画像にかけて５回こすり、そして印刷ストリップからの光沢紙へのしみを証
拠として、目視で評価することによって決定した（「合格」は、しみなしを意味し、「微
量」は、ほとんど少ししかしみがないことを意味し、そして「不合格」は、目に見えるし
みを意味する）。水堅牢度（ＷＦ）を、印刷画像にかけて水を滴下し、そして同じスケー
ルを使用して評価することによって決定した。下の表３ａ（Ｃａｎｏｎ　ＰＰ－１０１上
で印刷された画像で）および表３ｂ（Ｃａｎｏｎ　ＰＲ－１０１で印刷された画像で）印
刷性能の結果を示す。
　表３ａ
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【表３】

　表３ｂ
【表４】

【００５１】
　データが示すように、本発明のインクジェットインク組成物は、それらで調製した塩基
組成物の性能に基づいて期待されなかった性能特性を有した。例えば、Ｂａｓｅ１－１の
２０°光沢値は、ＰＰ－１０１上で１５２であり、一方Ｂａｓｅ２－１の光沢値は５９で
ある。例１Ａ、ＩＢ、１Ｃ、および１Ｄのインクジェットインク組成物は、これらの値の
加重平均に基づいて期待されるであろうより大きい光沢値を有する。さらに、Ｂａｓｅ２
－１の光沢値は、５９でありながら、５８．９％までもがこのより低い光沢顔料（例ＩＤ
）である４％の顔料を含むインクジェットインク組成物が、まだ非常に高い光沢を有する
ことが、驚いたことに見いだされた。同じことがＤＯＩに当てはまる。従って、（Ｂａｓ
ｅ１－１からの）より高い光沢、より高いＤＯＩの顔料が、（Ｂａｓｅ２－１からの）よ
り低い光沢、より低いＤＯＩの顔料と組み合わせることができ、高い全体的な光沢および
ＤＯＩを有するインクジェットインク組成物を生成することが見いだされた。さらに、例
ＩＡ～ＩＤのそれぞれは、全顔料の７３．６％までもが、Ｂａｓｅ１－１からであるにも
かかわらずＢａｓｅ１－１と比較して、改善されたまたは類似のウェットスミアおよび水
堅牢度特性を有する。
【００５２】
　このように、２種の異なる改質された顔料を含む本発明のインクジェットインク組成物
は、良好な印刷性能特性のバランスを有することが驚いたことに見いだされた、そしてこ
の特性の組み合わせは、加重平均に基づいて、個々に改質された顔料のいずれかを含む塩
基組成物の性能に基づいて期待されない。（Ｂａｓｅ１－１からの）第１の改質された顔
料の量が、顔料の合計量の５０％より多い場合、特に改善された特性が見いだされた。
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　例２
【００５３】
　以下の例は、第１の改質された顔料および第２の改質された顔料を含む本発明のインク
ジェットインク組成物の調製および印刷性能特性を記載し、ここで、第１の改質された顔
料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有
する顔料を含み、そして第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む
結合した少なくとも１種のポリマー基を有する顔料を含む。
【００５４】
　この例では、結合した安息香酸基またはそれらの塩（第１の改質された顔料）を有する
カーボンブラックを含む改質されたカーボンブラックの水性分散体を、（２００ｍ２／ｇ
のＢＥＴ窒素表面積および１１７ｃｃ／１００ｇのＤＢＰ値を有するＣａｂｏｔ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている）Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（商標）７００カーボ
ンブラックと、（１グラムのカーボンブラック当たり０．８ミリモルの）ｐ－アミノ安息
香酸および（ｐ－アミノ安息香酸に等モルの）ナトリウム亜硝酸とを反応させることによ
って調製した。また、結合したスチレンアクリル酸コポリマー（第２の改質された顔料）
を有するカーボンブラックを含む改質されたカーボンブラックの分散体を、Ｂｌａｃｋ　
Ｐｅａｒｌｓ（商標）７００カーボンブラックと、（ＡＰＳＥＳ、１グラムのカーボンブ
ラック当り０．５ミリモルの）４－アミノフェニル－２－スルファトエチルスルホンおよ
び（ＡＰＳＥＳに等モルの）ナトリウム亜硝酸とを反応させることによって調製し、結合
したスルホエチルスルホン酸基を有するカーボンブラックを生成させ、これを（ＰＥＨＡ
、１グラムのカーボンブラック当りミリ１．４モルの）ペンタエチレンヘキサミンと次に
反応させ、続いてＪｏｎｃｒｙｌ（商標）６８３（１６０の酸価およびａ８、０００の重
量平均分子量を有し、ＢＡＳＦから入手可能であるスチレンアクリル酸コポリマー、ポリ
マー／顔料の重量で１／１）と反応させた。
【００５５】
　本発明のインクジェットインク組成物を、第１の改質された顔料の分散体を含む塩基組
成物（Ｂａｓｅ１－２）と、第２の改質された顔料の分散体を含む塩基組成物（Ｂａｓｅ
２－２）とを比率を変えて組み合わせることによって調製した。２種の塩基組成物を、下
の表４に示し、そして、本発明のインクジェットインク組成物を調製するのに使用される
それぞれの塩基組成物の量を、下の表５に示す。
　表４
【表５】

　表５
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【表６】

【００５６】
　それぞれのインクジェットインク組成物における全顔料の配合量は、４％であった。表
５に、特定の顔料の、インクジェットインク組成物中での顔料の合計量に対する比である
重量分率を示す。従って、第１の改質された顔料の量がＸであり、そして第２の改質され
た顔料の量がＹである場合、第１の改質された顔料の重量分率はＸ／（Ｘ＋Ｙ）である。
【００５７】
　本発明のインクジェットインク組成物（例２Ａ、２Ｂ、および２Ｃ）、ならびにそれで
調製した塩基組成物（Ｂａｓｅ１－２および２－２）を、例１に記載したように、Ｃａｎ
ｏｎｉ５５０プリンターを使用して、ＣａｎｏｎＰＰ－１０１フォト光沢紙上に印刷し、
そして印刷性能特性を、１５分間乾燥させた後に生じた印刷画像で上記の様に決定した。
結果を下の表６に示す。
　表６

【表７】

【００５８】
　データが示すように、本発明のインクジェットインク組成物は、それで調製した塩基組
成物の性能に基づいて、期待されなかった性能特性を有した。例えば、Ｂａｓｅ１－２の
ＤＯＩが１．８であるが、一方、例２ＡのＤＯＩは、１．９である。このように、例２Ａ
のインクジェットインク組成物は、Ｂａｓｅ１－２それ自身より（Ｂａｓｅ１－２からの
）高ＤＯＩ顔料を少なく有するにもかかわらず、そして全顔料の２４．４％は、より低い
ＤＯ（Ｂａｓｅ２－２からの）Ｉ顔料であるにもかかわらず、ＤＯＩにおける増加が観察
された。さらに、例２Ａ、２Ｂ、および２Ｃのインクジェットインク組成物は、個々にＢ
ａｓｅ１－２およびＢａｓｅ２－２のためのＤＯＩ値ｓの加重平均に基づいて期待された
より多いＤＯＩ値を有することが見いだされた。さらに、全顔料の７５．６％までもが、
より乏しい水堅牢度を有するＢａｓｅ１－２からの顔料であるにも関わらず、例２Ａ～２
Ｃのそれぞれは、Ｂａｓｅ１－２と比較して、改善された水堅牢度特性を有する。
【００５９】
　このように、２種の異なる改質された顔料を含む本発明のインクジェットインク組成物
は、良好な印刷性能特性のバランスを有することが驚いたことに見いだされた、そしてこ
の特性の組み合わせは、加重平均に基づいて、個々に改質された顔料のいずれかを含む塩
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　比較例１
【００６０】
　以下の例は、第１の改質された顔料および第２の改質された顔料を含む比較インクジェ
ットインク組成物の調製および印刷性能特性を記載し、ここで、第１の改質された顔料は
、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する
顔料を含み、そして第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含まない
結合した少なくとも１種のポリマー基を有する顔料を含む。
【００６１】
　この例では、例１の結合した安息香酸基（第１の改質された顔料）を有するカーボンブ
ラックを含む改質されたカーボンブラックの水性分散体を使用した。また、結合した安息
香酸基またはそれらの塩およびアルキレンオキサイドポリマーを有するカーボンブラック
を含む改質されたカーボンブラックの分散体（第２の改質された顔料）を、Ｂｌａｃｋ　
Ｐｅａｒｌ（商標）１１００カーボンブラックと、（ＡＰＳＥＳ、１グラムのカーボンブ
ラック当り０．２５ミリモルの）４－アミノフェニル－２－スルファトエチルスルホンお
よび（ＡＰＳＥＳに等モルの）ナトリウム亜硝酸とを反応させることによって調製し、結
合したスルホエチルスルホン酸基を有するカーボンブラックを生成させ、そして次にこれ
を（１グラムのカーボンブラック当り１．２５ミリモルの）ｐ－アミノ安息香酸および（
ｐ－アミノ安息香酸に等モルの）ナトリウム亜硝酸と反応させ、続いて（２、０００の平
均分子量を有するＨｕｎｔｓｍａｎから入手可能な、１グラムのカーボンブラック当たり
０．５ミリモルのアミンの）Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ　Ｍ２０７０と反応させた。
【００６２】
　インクジェットインク組成物を、第１の改質された顔料の分散耐を含む塩基組成物（比
較Ｂａｓｅ１－１）と、第２の改質された顔料の分散体を含む塩基組成物（比較Ｂａｓｅ
２－１）とを、異なる比率で組み合わせることによって調製した。この２種の塩基組成物
を、下の表７に示し、そして比較インクジェットインク組成物を調製するためにそれぞれ
の塩基組成物の量を、下の表８に示す。
　表７

【表８】

　表８
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【表９】

【００６３】
　それぞれのインクジェットインク組成物における全顔料の配合量は、４％であった。表
８において、特定の顔料の、インクジェットインク組成物中での顔料の合計量に対する比
である重量分率を示す。従って、第１の改質された顔料の量がＸであり、そして第２の改
質された顔料の量がＹである場合、第１の改質された顔料の重量分率はＸ／（Ｘ＋Ｙ）で
ある。
【００６４】
　比較インクジェットインク組成物（比較例ＩＡ、ＩＢ、および１Ｃ）、ならびにそれで
調製した塩基組成物（比較Ｂａｓｅ１－１および２－１）を、Ｃａｎｏｎ　ｉ５５０プリ
ンターを使用してＣａｎｏｎ　ＰＰ－１０１フォト光沢紙上に例１に記載したように印刷
し、そして印刷性能特性を、１５分間乾燥させた後に生じた印刷画像で上記のように決定
した。結果を、下の表９に示す。
　表９

【表１０】

【００６５】
　データが示すように、比較インクジェットインク組成物は、それらが調製された比較塩
基組成物の性能に基づいて改善された光沢およびＤＯＩ値を有しながら、これらの組成物
は、改善された耐久力を有さなかった。比較インクジェットインク組成物のそれぞれは、
貧弱な、ウェットスミアおよび水堅牢度特性を有した。したがって、（第２の改質された
顔料が、カルボン酸またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１種のポリマー基を有す
る顔料を含まない２種の改質された顔料を含む）比較インクジェットインク組成物は、同
じ第１の改質された顔料と、カルボン酸またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１種
のポリマー基を有する顔料を含む第２の改質された顔料とを含む本発明のインクジェット
インク組成物、と比較して、印刷性能特性の優勢さを有さない。
【００６６】
　本発明の好ましい態様の先の記載は、具体的な説明および記載の目的のために示された
。本発明の好ましい態様先の記載は包括したり、または開示された正確な形態に本発明を
限定したりすることを目的としない。改質および変化は、上記教示に照らして可能であり
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、または本発明の実施により得ることができる。当業者が本発明を種々の態様において、
および熟考された特別な使用に適するように種々の改変を用いて、利用できるように本発
明の原理およびその実際的な用途を説明するために、態様が選択され、そして記載された
。本発明の範囲およびそれらの均等は、付属の請求項によって規定されることを意図する
。
【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、インクジェットインク組成物、
　該第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔
料を含み、そして量Ｘで存在し；
　該第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料
を含み、そして量Ｙで存在し；そしてＸ／（Ｘ＋Ｙ）＞０．５である。
【請求項２】
　該非ポリマー基が、少なくとも１種のイオン基、少なくとも１種のイオン化可能基、ま
たはそれらの混合物を含む、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項３】
　該ポリマー基が、少なくとも１種のイオン基、少なくとも１種のアニオン化可能基、ま
たはそれらの混合物を含む、請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項４】
　該第１の顔料または該第２の顔料が、１００ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有し
、そして
　該第１の顔料または該第２の顔料が、２００ｍ２／ｇ以上のＢＥＴ表面積値を有する、
請求項１のインクジェットインク組成物。
【請求項５】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、同じである、請求項１のインクジェットインク組
成物。
【請求項６】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、インクジェットインク組成物、
　該第１の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み；そして、
　該第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の第２のポリマー基を有する顔料を含む。
【請求項７】
　該第１の顔料または第２の顔料が、１００ｍＬ／１００ｇ顔料以下のＤＢＰ値を有し、
そして、
　該第１の顔料または該第２の顔料が、２００ｍ２／ｇのＢＥＴ以上の表面積値を有する
、請求項６のインクジェットインク組成物。
【請求項８】
　該第１の顔料および該第２の顔料が、同じである、請求項６のインクジェットインク組
成物。
【請求項９】
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　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んでなる、分散体、
　該第１の改質された顔料は、結合した少なくとも１種の非ポリマー基を有する第１の顔
料を含み、そして量Ｘで存在し；
　該第２の改質された顔料は、結合した少なくとも１種のポリマー基を有する第２の顔料
を含み、そして量Ｙで存在し；そして、Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）＞０．５である。
【請求項１０】
　ａ）液体ビヒクル；ｂ）少なくとも１種の第１の改質された顔料；およびｃ）少なくと
も１種の第２の改質された顔料を含んで成る、分散体、
　該第１の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも
１種の非ポリマー基を有する第１の顔料を含み；そして、
該第２の改質された顔料は、カルボン酸基またはそれらの塩を含む結合した少なくとも１
種のポリマー基を有する第２の顔料を含む。
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